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事務局だより

「企業とNPO協働のフェスタ」講演（綾部市）

「SB＆企業の連携推進事業」成果報告会（東京）

『あいち協働ルールブック』推進フォーラム出席

「“SB＆企業の連携”推進事業」成果共有・交流（神奈川）、

愛知県大北氏来所

「“SB＆企業の連携”推進事業」成果共有・交流（広島）、

「新しい公共支援事業」協働相談（名古屋）

愛知県「新しい公共モデル事業」プレゼン

(株)真誠CSR担当者研修、「新しい公共支援事業」協働相談

（日進）

なごや環境大学幹事会、(株)ドライバーサービス 第２回CSR委員会

南部薬品(株)第11回CSR委員会、「新しい公共支援事業」監査

社会的事業コーディネーター養成科修了式

日本NPO学会第14回年次大会（～18日）、(株)二和印刷紙業 

第２回CSR委員会

「企業と地域の成長をめざす“協働”とは」講演（香川）

太陽電化工業(株)防災セミナー

「NPO等と企業・行政との協働を考えるフォーラム」基調講演

（徳島）、愛知県「新しい公共支援事業」完了検査

(株)二和印刷紙業 経営層向け説明会　、カフェアイリス会議、

シニアボランティア会議

(株)真誠 第１回CSR委員会

太陽電化工業(株)第18回CSR委員会、(株)パソナ来所

第5回理事会　　、(株)ドライバーサービス 第３回CSR委員会、

愛知県「新しい公共支援事業」完了検査

愛知県大北氏来所

マイスタージャパン宮本氏来所

マイスタージャパン名倉氏、成田氏、宮本氏来所

(株)サーラコーポレーション研修（～4日）、プロミス㈱来所

マイスタージャパン宮本氏来所

中部電力㈱来所

経産省「SB＆企業の連携推進事業」確定検査、愛知県委託事業

説明会

パートナーシップ大賞運営委員会

愛知県社会活動推進課課長来所、障がい児者、高齢者を癒し支

援する会金原氏来所

愛知県「SHD・中小企業の活力向上事業」完了検査、第6回協

働アイデアコンテストフォローアップ会

認定NPO法人取得国税局現地調査

カフェ・アイリス運営会議

なごや環境大学幹事会

柳原商店街訪問

中産連ビル訪問

NPO育成・強化プロジェクト メンター会議（仙台）（～27日）

法政大学「人間環境セミナー」講師（東京）
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※会員の皆さまには趣旨

をご理解のうえ、会費と

ともに3,000円以上の寄付を併せてお願い申し上げます。

（詳細は同封のチラシをご覧ください）

新

旧

会費変更と寄付のお願い

　今年度も、パートナーシップ大賞の事業がスタートする。本当にあ

っという間だ。毎年とても楽しみで、年々レベルも上がっていて、企

業とNPOの協働が進んでいるのだと実感する。また、協働アイデア

コンテストでも、私がNPO活動を始めた10年前では想像できない協

働が実現に向けて検討されているから驚くばかり。

　そして、企業のCSR活動支援の事業が、PSCの独自事業としてい

よいよ本格的にスタートする。この事業も、ゆくゆくはパートナーシ

ップ大賞や協働アイデアコンテストとも連携して、企

業とNPOの協働促進に繋がって行けば素晴らしいと思

う。地域の企業が地域のNPOと力を合わせ、地域を良

くする。本当にそんな時代がやってきた！（松本）

「いきものが住みやすい環境づくり」
について考えてみませんか？

【SAVE JAPANプロジェクト】

7月から講座がスタート！

　

　「SAVE JAPANプロジェクト」は、地域のNPO、(Ｎ)日

本NPOセンター、(株)損害保険ジャパンとの協働により、

47都道府県で「いきものが住みやすい環境づくり」に向

け、さまざまなイベントや講座を行うプロジェクトです。愛

知県では「なごや外来種を考える会」「なごや東山森づくり

の会」とPSCが一緒になって、7月～11月の間に「小学生

とその保護者」を対象とした講座を計4回実施します。

　第1回のテーマは、「外来種のこと知っていますか… 日本

のクワガタ守り隊！」です。

　皆さまのご参加をお待ちしています（詳細は、同封のチラ

シにてご確認ください）!（松橋）

日時：2012年7月21日(土)
　　　10:00～12:00

場所：洗堰緑地（あらいぜきりょくち）

対象：小学生とその保護者
　　　(定員40名)

参加費：無料

内容：カードゲームや昆虫採取
　　　をしながら、外来種や在
　　　来種について学ぶ。

申込み：7月14日(土)締切

募集

ご報告

　経産省事業の最後を飾る「成果共有」の場として、３月８日(木)、かながわ県民センターで『企業とNPO パートナーシップ

フォーラム2012』を開催（神奈川県と共催）。岸田代表による基調講演等の後、参加者同士の名刺交換など出会いの場が演

出され、次年度に向けてのキックオフとなりました。

　３月９日(金)は、広島市まちづくり市民交流プラザで『協働シンポジウム＆交流会』を開催。地域企業のCSR活動、NPO

活動発表の後、パートナーシップ大賞のグランプリを受賞した、(Ｎ)長野サマライズセンター 小笠原恵美子氏（第7回）と、

近畿労働金庫 東中健悟氏（第8回）による入賞事

例の発表が行われました。その後コーディネータ

ーの岸田代表の進行で、地域で企業との協働を行

っているNPOも交えてパネルディスカッションが

行われ、協働事業の担当者の話に会場の関心が集

中しました。

　これで全国５ヵ所の成果共有の事業は完了です。

　３月６日(水)には、成果報告会に出席（経済産

業省）。審査員からは、事業に対する大きな評価

をいただきました。（加藤）

中間支援のための協働推進Q&A完成！協働推進ノウハウの標準化

　「NPO×企業 協働推進Q&A（解説付）」と「“NPO＆企業”協働コーディネーター

人材育成プログラム」が完成しました。「NPO×企業 協働推進Q&A（解説付）」は、

「NPOと企業の協働」支援を進める中間支援のためのガイドブックです。

　初動段階の「NPOと企業の協働」理解から始まり、導入段階・展開段階・実施段階・

評価段階の５段階（ステージ）ごとの設問（計100問）に解説がついていて、協働の役

割や仕事が確認できる内容になっています。

　またその姉妹編である「“NPO＆企業”協働コーディネーター人材育成プログラム」

は、そのステージに沿った人材育成のプログラムになっており、協働コーディネーターの

普及啓発を目指しています。

　協働推進に携わっている皆さま、ぜひ設問にチャレンジしてください。

成果共有

　2002年度よりはじまったパートナーシップ大賞は、NPOと企業の協働を中心に新しい公共

や協働社会の実現に一定の役割を果たしてきたといっても過言ではありません。

　そこで、日本全国を対象にした事業であることをより鮮明にした方が良いとの提案を受け、名

称を「日本パートナーシップ大賞」とし、これまで以上に全国に向けて

この賞の意義を発信し、協働を推進・拡大していくことになりました。

　詳しい募集要項と応募用紙は、６月1日(金)からPSCのWebサイトか

らダウンロードしていただけます。全国でNPOと企業の協働に取り組ん

でいる皆さん、ぜひご応募を!!。

▲かながわ県民センター ▲広島市まちづくり市民交流プラザ

　４月１日よりNPO法が改正されました。これを受けて、パ

ートナーシップ・サポートセンターでは会費を減額するとと

もに、お一人3,000円以上の寄付を広く集めることを理事会

で議論しています（総会での決定事項）。

　会員の皆さまのご理解と更なるご支援をお願いします。

 NPO・個人正会員 企業・行政会員 賛助会員

1口12,000円 
1口以上

1口12,000円
5口以上

1口60,000円
1口以上

１口6,000円
１口以上

1口3,000円
1口以上

１口9,000円
１口以上

　3月28日(水)17:00から池下ピアザにて、2011年度第5回理事会

を開催しました。事業および決算報告（案）に加え、定款変更（案）

の審議であっという間に１時間余。

　今年度は、評議委員会の設置、認定NPO法人取得についてや、会

費の変更、役員の選任、事業計画等々、検討事項も多く、意見交換が

活発になされて時間を超過することもたびたびありました。これらを

進めていくにあたり、総会で会員のみなさまに審議いただくことにな

ります。（下平）

2011年度ＰＳＣ第5回理事会5

＊パートナーシップ大賞グランプリ
　１事業　記念盾およびＮＰＯには副賞３０万円
＊パートナーシップ賞
　５事業　記念盾およびＮＰＯには副賞１０万円

「第9回日本パートナーシップ大賞」！本年度もはじまります！
募集期間　６月１日（金）～７月３１日（火）

小学生向け

認定NPO法人取得のため
ご協力ください！

　皆さまのご出席をお待ちしております。

　（詳細はチラシに記載）

ぜひご参加ください!!

「2012年度定時総会＆講演会」

5月26日（土）13:30～
場所：ウィルあいち2Ｆセミナールーム6

名称が変わりました

「第9回日本パートナーシップ大賞」！本年度もはじまります！
募集期間　６月１日（金）～７月３１日（火）
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協働推進Q&A
NPO×企業

特定非営利活動法人
パートナーシップ・サポートセンター（PSC）

監修　岸田 眞代
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NPOと企業の 連携・協働を支援していますか？

あなたもNPOと企業の 協働コーディネーターになりませんか！
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あなたの団体は、今どのステージにいますか？

解説付

中間支援
ＮＰＯ

平成23年度 経済産業省
地域新事業移転促進事業（ソーシャルビジネス・企業連携支援機能強化事業）

経済団体（等）を巻き込む“SB ＆企業の連携”推進事業　

協働連携事業に向かってキックオフ!!

経済産業省「経済団体（等）を巻き込む“SB＆企業の連携”推進事業」

最終審査・表彰式
　2012年12月１日（土）

会場：中京大学
（名古屋市昭和区）
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1 ステークホルダー・ダイアログ（SHD）及びCSR推進による中小企業の活力向上事業 協働＆協創型ネットワーク促進事業　

１. ｢パートナーシップ大賞｣事業

　　①第8回パートナーシップ大賞

　　②『第７回パートナーシップ大賞受賞事例集　NPO&企業協働

　　　評価目指せ!「パートナーシップ大賞」』の出版（9月15日発行）

２. コラボレーション事業

　　①第6回 企業＆NPO協働アイデアコンテスト

　　②経済団体（等）を巻き込む「SB＆企業の連携」推進事業

　　③環境NGO・NPOのための運営力パワーアップ研修

　　④『協働＆協創型』ネットワーク促進事業

３. コーディネート事業　

　　①なごや環境大学　②｢新春交流会｣の開催

４. コンサルティング事業　

　　①ステークホルダー･ダイアログ及びCSR推進による中小企業  

　　の活力向上事業　②三井住友海上「NPOカフェ・アイリス」  

　　支援　③学習会　④NPO・企業・行政各種相談等　

５. 教育啓発事業

　　①緊急人材育成支援事業 「社会的事業コーディネーター養成科

　　（第１期、第2期）」　②その他講師派遣等

６. 情報受発信事業

　　①「PSC Report」の発行（奇数月1日）　② ホームページの

　　運営＆メーリングリストの活用　③各種報告書・ポスター・リ

　　ーフレット等の発行

7. 提言活動

　　①行政各種委員としての提言活動　②各団体との連携

8. 東日本大震災における被災地支援関連事項

　　①第29回民ボラin東北　②各企業からの相談

　事業の最終段階をむかえ、太陽電化工業(株)では「全社員参

加CSR研究会～備えあれば憂いなし～」が実施されました。

講師にレスキューストックヤード理事でありパートナーシッ

プ・サポートセンター評議員の鷲見修氏を迎え、3月20日(火)

15:00より3時間にわたって伊藤社長以下41名の社員が参加

しました。CSR委員会ではこれまでリスクマネージメントの

取り組みを行ってきましたが、今回は全社員の災害に対する意

識を喚起して更に活動を推進するための企画。前半は東日本大

震災の映像などを交えて地震の恐ろしさと備えの重要性のお話

を伺った後、クロスロードゲームにより、とっさの判断につ

いて、楽しみながら学ぶことができました。全員が息をつくの

も忘れて集中できる素晴らしい

内容でした。今後、緊張感を持

って災害に対する準備をする事

によりCSR活動にも反映される

ことでしょう。（阿部）

　(株)二和印刷紙業では、すでに3回目となるCSR委員会を3月17日(土)に実施。委員会メンバーは、総務・営業・デジタル部・

印刷部の各部署からの代表8名。CSR報告書を「新しい自社商品」にすべく、数々のガイドラインを参考に構成が検討されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同22日(木)の経営層向け説明会では、改善提案書の監修を担当した木村PSC理事より自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社の強みの明確化を進言。それに対し社長は、わかり易い伝達を社内から実践し、それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を商品に反映させ差別化を図りたい意向を示されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(株)真誠は3月23日(金)にCSR委員会を開催。太田リーダーを中心に、各部門からの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレッシュなメンバー10名で構成。岸田代表の進行で、CSR推進の取り組み内容につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て自社の現状を自己採点。今後の方向性を決定するカギになりそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(株)ドライバーサービスは、3月14日(水)・28日(水)にCSR委員会を実施。次年度に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向けサービスの見える化の活動計画をメンバーの話し合いで策定。トップダウンでなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員自身で考えて行動することを前提に、試行錯誤をしながら進めることに。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県の委託事業としては今年度で締めくくりとなり、今後は各社がCSR推進を自立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるよう、継続してPSCがサポートをしていきます。（成瀬）

新規参加企業３社・２０１１年度を締めくくる

　4月11日（水）財団法人中部産業・地域活性化センター（CIRAC）におい

て、第6回協働アイデアコンテスト入賞団体を対象に、「フォローアップ会」を

開催しました。提案された協働事業の実現を目的に、最終選考会後の活動を

発表し、CIRACの小林専務理事、深谷総務企画部長、PSC岸田代表らがアド

バイスをするなど、参加者みんなで活発な意見交換を行いました。

　「CMによるNPOの広報力アップおよび地域活力の見直し事業」で最優秀

賞を受賞した持続可能な松本平創造カンパニーわおん♪の山田代表からは、

「コンテスト後は、新聞の取材も多く受け、ケーブルテレビがCM制作の協

力を申し出てくれた。第1号ＣＭが3月末に完成。それをきっかけに次のCM

制作も決まっている」と報告。他団体もコンテスト入賞によって信用がたか

まり、それぞれ行政や企業との協働が進み始めています。追加助成を受ける

団体が出て

くるのも遠

くないこと

でしょう。

　（山崎）

協働アイデアの実現を願って！

第６回企業＆NPO協働アイデアコンテスト
「フォローアップ会」

「協働ネットワークづくり
スタートブック」を作成

　愛知県の新しい公共支援事業として実施した

「協働＆協創型ネットワーク促進事業」で『協

働ネットワークづくりスタートブック』を作成

しました。

　これは、企業、行政、NPO等で構成する「協

働ネット（ネットワークの呼称）」が取り組ん

だ、協働ネットワークづくりの進め方について

の協議と「協働ネットワークフォーラム」開催

へのプロセスをまとめたものです。

　各組織が抱える背景や課題の優先順位などが

異なることもあって、多様な担い手の協働につ

いて難しさを感じる場面もありましたが、そ

の過程を経たからこそ「新し

い公共」への一歩となる成果に

つながりました。「協働ネッ

トワークをさらに発展させて

ほしい」という期待に応え、

これからの展開を考えていき

ます。（下平）

ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”（２０1２年３月４月）
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　昨年度まで2年にわたり、愛知県より受託し運営してきた「中小企業の活力向上」事

業が、自主事業として再スタートすることになり、パンフレットをイメージ一新しまし

た。“責任の重さは、中でも小でもない。”をキャッチフレーズに、ステークホルダー・

ダイアログを中心に中小企業のCSR 推進を展開する事業の流れを分かりやすく紹介。

ISO26000も3月にJIS規格化され、CSR活動がますます注目される

中、岸田代表をはじめPSCメンバーが、市民目線で企業の課題解決を

サポートしていきます。

　会員の皆さまやお知り合いでCSR活

動について知りたい、取り組みたいと

いう情報があれば、是非お聞かせ下さ

い。企業からのご応募もお待ちしてお

ります。（成瀬）

2
社会的事業コーディネーター
養成科を修了して　　　　　　

　　　　　　　　　石堂 仁史

　昨年、社会や組織の在り方について

疑問を持っていた時期、PSCの講座案

内を発見し、思い切って応募しまし

た。社会的事業に関して6ヵ月間、様々

な講師の方々に師事しながら、多くを

学びました。NPO団体へのインターン

研修もあり、現場を肌で感じることも

できました。受講生仲間との交流は、

今後も大事な縁になると思います。

　今は会社勤めに戻りましたが、学ん

だことを忘れず社会への感度を高く持

ち続けていきたいと思います。

社会的事業コーディネーター養成科
１４名が修了し、それぞれ新たなフィールドへ

　1月から事業計画の作成・発表に取り組み、3月16日に14名が修了しました。

　講座全体のふりかえりでは、「コミュニケーション力がついた」「グループワークに

より視野や考えが広がっ

た」「人前で話す自信が

ついた」「やりたいこと

が見えてきた」といった

感想が出されました。半

年間の講座を通して、知

識の習得だけではない

“何か”をつかみ取るこ

とができたようです。新

たなフィールドでその人

らしく活躍することを期

待しています！（松橋）
▲半年の講座を終え、すがすがしい表情で迎えた修了式

　「中小企業の活力向上」事業は自主事業としてスタート!

　2011年度は、東日本大震災、寄付税制やNPO法の改正等が

あった中、｢新しい公共｣に向けての動きが活発になり、PSCは

これまでの実績を活かして「新しい社会のしくみづくり」に貢

献しようとチャレンジした１年でした。

２０１１年度 PSCの主な事業

　３月というのは例年のことながら年度の総仕上げの月でもあり、それ

ぞれ事業担当者は最後の仕上げに大わらわ。今年は初めての国の補助金

事業というものに半ば翻弄されつつ、しかし内容的には自分たちのこれ

までの事業を振り返り全国に｢NPOと企業の協働｣のノウハウを移転す

るという、一歩踏み出す事業を展開できた意義は大きい。

　それとの関連で、3月初めはあちこちに出向いた。3/2(金)は、京都

での展開が拡がり、綾部市での基調講演（CSRプラットフォーム京

都主催）。私たちが実施した1月27日の協働ネットワークフォーラム

（82号1面参照）を視察に来てヒントを得た地元担当者が、NPOのブ

ースのあり方や企業がNPOを支援する新たな試みをするなど、まさに

ノウハウ移転が進行している。3/8(木) は横浜で、3/9(金)は広島で、

それぞれの移転先団体の工夫で｢成果共有｣の事業が相次いだ。(１P参照)

　翌週は６ヵ月続いた「社会的事業コーディネーター養成科」(２期生)

の修了式（3/16(金)）に向けて、最後の事業計画発表。即展開可能な

すばらしい事業もいくつかあり、期待は大。3/17(土)～3/18(日)は日

本NPO学会でまたまた広島へ。17日の理事会、18日の発表＋書籍の

PRも。そのまま四国へ渡り、3/19(月)は高松市（香川県）にて｢新し

い公共｣事業として「企業と地域の成長をめざす‶協働″とは」について

話し、3/20(日)の祝日を挟んで3/21(水)は徳島へ。100人を超える大

きなイベントになった。基調講演とパネルディスカッションのコーディ

ネーターを担当させていただき、徳島県としてはまさに初めての本格的

「企業とNPO等の出会いの場づくり」が実現。翌日はその中で出合っ

た山間の神山町まで連れて行っていただき、グリーンバレーとして活躍

している大南理事長にお話しを聞くことができた。

　名古屋に戻った翌日3/23(金)は真誠の第1回CSR委員会。若者中心

に、何をやるべきかを生き生きと語り合い、大いに期待させてくれた。

3/28(水)の理事会で2011年度の大きな事業は終了。

　４月は、私自身10数年続く豊橋の大手企業の新入社員研修で幕開

け。一方、新年度のPSC事業は例年になくまだほとんど見えていな

い状況で、これから創りあげていかなければならない現実。スタッフの

企画力に期待するところ大である。そんな中、昨年度の｢NPO＆企業 協

働アイデアコンテスト｣のフォローアップが4/11(水)に協働相手の

CIRAC(中部産業・地域活性化センター)さんの事務所で行われ、入賞

者５人が勢ぞろい。思った以上にその後の動きが早く、企業との協働に

こぎつけている団体も。こうい

う時が私たちにとっては本当に

うれしい。4/21(土)は、名古

屋市北区の柳原商店街でPSC

会員さんを通じて次期会長さん

らと面談。こういうところから

新たな企画づくりを進めていき

たいものである。

（4/23　岸田眞代）

パンフレットもリニューアル！

▲

3月21日徳島県での基調講演

▲

 


